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　　【行動計画】
　一、すべての国は「核兵器なき世界」を達成するという目標と完全に一致する政策を追求することを約束。

　一、ロシアと米国は新たな核軍縮条約「新ＳＴＡＲＴ」の早期発効および完全実施追求を約束。一層の核兵器削減を達成するための引き続きの措置について協議を継続することを両国に促す。

　一、核保有国は、核軍縮につながる具体的進展の加速を約束。２０１４年の再検討会議準備委員会に進展状況を報告し、１５年の再検討会議で次の措置を検討。

　一、すべての加盟国は、ジュネーブ軍縮会議が核軍縮に関する補助機関を直ちに設置することで合意。

　一、一層の非核地帯の創設を促進。関係国に対し、非核地帯に関する条約と関連議定書の批准を促す。

　一、すべての核保有国は包括的核実験禁止条約（ＣＴＢＴ）の批准に取り組む。

　一、ＣＴＢＴ発効までの間、すべての国は核兵器爆発実験やいかなる核爆発も控え、ＣＴＢＴの目的や趣旨を無効にするような行動も控える。
　一、すべての国はジュネーブ軍縮会議が核分裂物質生産禁止（カットオフ）条約の交渉を直ちに開始することで合意。

　一、核テロ防止条約に署名していないすべての加盟国にできるだけ早く締結するよう促す。

　【地域問題】

　▽中東地域

　一、イスラエルのＮＰＴ加盟と同国の核関連施設すべてを、ＩＡＥＡの査察下に置くことの重要性を再確認した２０００年の決議を想起。中東地域におけるすべての国家に対し、非核国としてＮＰＴ参加を求める。

　一、１９９５年決議の完全履行に向けて、国連事務総長と９５年決議提案国は、核兵器など大量破壊兵器が存在しない中東地域をつくりだすため、地域のすべての国家が参加する会議を１２年に開催。

　▽その他の地域

　一、北朝鮮に対し、０５年９月の６カ国協議共同声明に沿って、すべての核兵器の完全かつ検証可能な形での、廃棄や既存の核計画放棄を含む合意事項の履行を強く要請。（０３年に脱退宣言した）ＮＰＴへの早期復帰や、ＩＡＥＡ保障措置協定順守も求める。

北朝鮮とすべての加盟国に対し、関連する核不拡散・軍縮義務を完全履行するよう要求。
再検討会議は６カ国協議を断固支持し、外交手段により核問題の包括解決を達成する決意を保持し続ける。

　【議長総括】

　一、９５年会議で採択された中東非核地帯決議、００年会議で採択された核保有国による「核廃絶への明確な約束」など１３項目の核軍縮措置の実施を再確認。

　一、北朝鮮が０６年と０９年に実施した核実験を最も強い言葉で非難。

　一、奪い得ない権利としての原子力エネルギーの平和利用を再確認。

　一、核兵器削減の進展を歓迎する一方、いまだ推定数千発が配備または貯蔵されていることを懸念。人類への危機継続に深い憂慮。

　一、核兵器なき世界の実現に向けた（オバマ米政権など）政府や市民社会の新しい提案に留意。

　一、核軍縮の最終局面は合意された法的枠組み内で行われ、大半の加盟国は具体的期限が必要だと考えていると確認。

　一、米ロ新核軍縮条約の調印を歓迎。

　一、インド、パキスタンにＮＰＴ加盟を要求。

　一、核なき世界の実現を決意、核使用による人類への破滅的結果に深刻な懸念。

